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(57)【要約】
【課題】端子の低挿入力化を実現すると共に、部品点数
の削減と、端子の組付作業の容易化と、端子の半挿入検
知の容易化と、端子保持力のアップを図る。
【解決手段】複数の端子収容室が左右方向に沿った面内
に一列に配列されたコネクタハウジング３０と、端子収
容室にそれぞれ後方から挿入される複数の雌型端子金具
と、各端子収容室ごとに設けられ、該各端子収容室に後
方から挿入されてくる雌型端子金具を抜け止めする可撓
性のランスと、を備え、各端子収容室ごとに設けられた
すべてのランスが、左右方向に延在する連結部材１７に
よって一体に連結されており、連結部材に、該連結部材
を操作することですべてのランスを一体に撓ませる操作
部１８が設けられている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の雌型端子金具と、
　前記雌型端子金具を嵌合接続する複数本のタブ片とこれらのタブ片を導通接続した連結
部とを備えたジョイント端子と、
　前記タブ片をハウジングの他端側に向けて前記ジョイント端子を収容保持するハウジン
グ一端部と、前記雌型端子金具を規定位置まで挿入することで前記雌型端子金具と前記タ
ブ片とを嵌合状態にする雌端子収容孔が前後方向と直交する左右方向に沿った面内に一列
に配列されたハウジング他端部と、前記雌端子収容孔内の前記規定位置に挿入された前記
雌型端子金具を抜け止めするランスと、を有する樹脂製のコネクタハウジングと、
を備え、
　前記ランスが前記各端子収容孔ごとに設けられ、前記すべてのランスが、左右方向に延
在する連結部材によって一体に連結されており、
　前記連結部材に、該連結部材を操作することで前記すべてのランスを一体に撓ませる操
作部が設けられていることを特徴とするジョイントコネクタ。
【請求項２】
　前記操作部が前記連結部材の左右両端に設けられ、且つ、それら左右両端の操作部が、
前記コネクタハウジングの本体部の左右両端から外方に突出していることを特徴とする請
求項１に記載のジョイントコネクタ。
【請求項３】
　請求項２に記載のコネクタハウジングに対して前記雌型端子金具を組み付ける際に用い
る組立用治具であって、
　前記コネクタハウジングを挿入するための挿入凹所を有すると共に、前記挿入凹所の周
縁部に、該挿入凹所に前記コネクタハウジングを挿入したとき、前記連結部材の左右両端
の操作部と干渉することで該連結部材を操作して前記すべてのランスを撓ませる係合部が
設けられていることを特徴とするコネクタの組立用治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の雌型端子金具相互をジョイント端子により導通接続するジョイントコ
ネクタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図８は、ジョイントコネクタの従来例を示したものである。
　このジョイントコネクタ１００は、下記特許文献１に開示されたもので、ジョイント端
子（バスバー）１１０と、複数本の雌型端子金具１２０と、第１のコネクタハウジング１
３０と、第２のコネクタハウジング１４０と、を備えている。
【０００３】
　ジョイント端子１１０は、金属板のプレス成形品で、雌型端子金具１２０を嵌合接続す
る複数本のタブ片１１１と、これらのタブ片１１１を導通接続した連結部１１２と、を備
える。
【０００４】
　雌型端子金具１２０は、金属板のプレス成形品で、タブ片１１１が嵌合する角筒状の箱
部１２１と、該箱部１２１の後端から延出して電線１５０を圧着する電線加締め部１２２
と、抜け止め用の係合凹部１２３と、を備える。
【０００５】
　第１のコネクタハウジング１３０は、樹脂の射出成型品で、ハウジング一端部１３１と
、該ハウジング一端部１３１から延出した筒状のフード部１３２と、を備える。
【０００６】
　ハウジング一端部１３１は、タブ片１１１をハウジングの他端１３０ａ（図８では、右
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端）側に向けて、ジョイント端子１１０を収容保持する。このハウジング一端部１３１は
、例えば、インサート成形により、ジョイント端子１１０を保持する。
【０００７】
　フード部１３２は、第２のコネクタハウジング１４０を嵌合させる筒状部である。この
フード部１３２には、嵌合した第２のコネクタハウジング１４０を固定するためのロック
穴部１３４が設けられている。
【０００８】
　第２のコネクタハウジング１４０は、雌型端子金具１２０を収容保持して、第１のコネ
クタハウジング１３０に嵌合接続される。
【０００９】
　第２のコネクタハウジング１４０は、雌型端子金具１２０を収容する複数の雌端子収容
孔１４１と、雌端子収容孔１４１内に挿入された雌型端子金具１２０を抜け止めするラン
ス１４２と、第１のコネクタハウジング１３０との結合状態をロックするロック突起１４
３と、を備える。
【００１０】
　ランス１４２は、雌端子収容孔１４１に沿って延出する弾性片１４２ａの自由端側に、
雌端子収容孔１４１に向かって突出する端子係止突起１４２ｂを備えている。このランス
１４２は、雌端子収容孔１４１に雌型端子金具１２０が挿入されている途中では、雌型端
子金具１２０の箱部１２１と端子係止突起１４２ｂとの干渉により、端子係止突起１４２
ｂが雌端子収容孔１４１の外側に退避するように、弾性片１４２ａが撓み変形して雌型端
子金具１２０の挿入を許容する。そして、雌型端子金具１２０が規定位置まで挿入される
と、端子係止突起１４２ｂの弾性復元力で端子係止突起１４２ｂが雌型端子金具１２０の
係合凹部１２３に係合して、雌型端子金具１２０を抜け止めする。
【００１１】
　ロック突起１４３は、第１のコネクタハウジング１３０と第２のコネクタハウジング１
４０とが正常に嵌合完了したときに、第１のコネクタハウジング１３０のロック穴部１３
４に係合して、コネクタハウジング相互の結合状態をロックする。
【００１２】
　以上のジョイントコネクタ１００では、第２のコネクタハウジング１４０に装着されて
いる雌型端子金具１２０が規定位置に到達していない半嵌合（不完全挿入）状態のときに
、それを検知する半嵌合検知手段として、第１のコネクタハウジング１３０のハウジング
一端部１３１に、半嵌合検知突起１３５を備えている。
【００１３】
　この半嵌合検知突起１３５は、第１のコネクタハウジング１３０と第２のコネクタハウ
ジング１４０とを嵌合させたとき、ランス１４２の退避用空間１４５に挿入される突起で
ある。雌型端子金具１２０が雌端子収容孔１４１に半嵌合状態のときは、ランス１４２が
退避用空間１４５側に撓み変位しているため、ハウジング相互を嵌合させた際に、半嵌合
検知突起１３５が退避用空間１４５に変位しているランス１４２の先端に干渉して、ハウ
ジング相互の嵌合が阻害されることで、雌型端子金具１２０が半嵌合状態であることが検
知される。
【００１４】
　ところで、雌型端子金具１２０が多数ある場合、雌型端子金具１２０でランス１４２を
撓ませながら雌型端子金具１２０を端子収容孔１４１に挿入する作業は、ランス１４２を
撓ませるだけの挿入力をそれぞれに加えながら行う必要があるので、負担が大きい。
【００１５】
　そこで、図９に示すように、保持具２０１をコネクタハウジング２０２に装着すること
で、保持具２０１によって複数のランス２０３を同時に撓ませ、その状態で全部の雌型端
子金具２０５を端子収容孔２０４に挿入して、挿入後に保持具２０１を外すことで、全部
のランス２０３を撓みから復帰させて、各ランス２０３により雌型端子金具２０５を係止
するようにしたコネクタ２００が提案されている（特許文献２参照）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開平８－２５０１８５号公報
【特許文献１】特開平９－３５８００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　ところが、上述した保持具２０１をコネクタハウジング２０２に装着することで全部の
ランス２０３を撓ませるコネクタ２００の場合、保持具２０１が必須部品であるから部品
点数が増えるという問題があった。また、保持具２０１を全ランス２０３に係合させる必
要があるので、保持具２０１の装着に神経を使う必要があった。また、保持具２０１を外
した後で、コネクタハウジング２０２内部のランス２０３が撓みから復帰して個別に雌型
端子金具２０５に係合するので、半挿入状態の雌型端子金具２０５がある場合であっても
、気づきにくいという問題があった。また、雌型端子金具２０５の固定力（保持力）は、
個別のランス２０３の強度によって決まるので、雌型端子金具２０５の保持力を高める上
で限界があった。
【００１８】
　そこで、本発明の目的は、上記課題を解消することに係り、端子の低挿入力化を実現す
ると共に、部品点数の削減と、端子の組付作業の容易化と、端子の半挿入検知の容易化と
、端子保持力のアップを図ることのできるジョイントコネクタ、及び、該ジョイントコネ
クタのハウジングに端子を挿入するときに使用する組立用治具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明の上記目的は、下記の構成により達成される。
　（１）　複数本の雌型端子金具と、
　前記雌型端子金具を嵌合接続する複数本のタブ片とこれらのタブ片を導通接続した連結
部とを備えたジョイント端子と、
　前記タブ片をハウジングの他端側に向けて前記ジョイント端子を収容保持するハウジン
グ一端部と、前記雌型端子金具を規定位置まで挿入することで前記雌型端子金具と前記タ
ブ片とを嵌合状態にする雌端子収容孔が前後方向と直交する左右方向に沿った面内に一列
に配列されたハウジング他端部と、前記雌端子収容孔内の前記規定位置に挿入された前記
雌型端子金具を抜け止めするランスと、を有する樹脂製のコネクタハウジングと、
を備え、
　前記ランスが前記各端子収容孔ごとに設けられ、前記すべてのランスが、左右方向に延
在する連結部材によって一体に連結されており、
　前記連結部材に、該連結部材を操作することで前記すべてのランスを一体に撓ませる操
作部が設けられていることを特徴とするジョイントコネクタ。
【００２０】
　（２）　前記操作部が前記連結部材の左右両端に設けられ、且つ、それら左右両端の操
作部が、前記コネクタハウジングの本体部の左右両端から外方に突出していることを特徴
とする上記（１）に記載のジョイントコネクタ。
【００２１】
　（３）　上記（２）に記載のコネクタハウジングに対して前記雌型端子金具を組み付け
る際に用いる組立用治具であって、
　前記コネクタハウジングを挿入するための挿入凹所を有すると共に、前記挿入凹所の周
縁部に、該挿入凹所に前記コネクタハウジングを挿入したとき、前記連結部材の左右両端
の操作部と干渉することで該連結部材を操作して前記すべてのランスを撓ませる係合部が
設けられていることを特徴とするコネクタの組立用治具。
【００２２】
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　上記（１）の構成のジョイントコネクタによれば、各端子収容孔ごとに設けられたすべ
てのランスが、左右方向に延在する連結部材によって一体に連結されており、連結部材に
、該連結部材を操作することですべてのランスを一体に撓ませる操作部が設けられている
ので、この操作部を操作することにより、すべてのランスを一斉に撓ませることができ、
その状態で、全部の雌型端子金具をコネクタハウジングの端子収容室に挿入することがで
きる。また、全部の雌型端子金具を挿入した状態で操作部を放すと、すべてのランスが撓
みから復帰してそれぞれ雌型端子金具と係合するので、各雌型端子金具を抜け止めするこ
とができる。また、雌型端子金具をコネクタハウジングから外す場合にも、すべてのラン
スを一斉に撓ませることで、全部の雌型端子金具を抜くことができる。
【００２３】
　このように、ランスを予め撓ませた状態で雌型端子金具を挿入することができるので、
雌型端子金具の低挿入力化を図ることができる。また、ランス自体が一体に連結されてい
るので、すべてのランスを一斉に撓ませるための保持具が必要でなく、部品点数を削減す
ることができる。また、すべてのランスを一体に連結しているので、ランスの剛性アップ
を図ることができ、それにより雌型端子金具の保持力アップを図ることができる。また、
どれか１つの端子が中途挿入状態にあるときでも、その中途挿入状態の雌型端子金具に対
応するランスが定位置まで撓みから復帰しないことによって、すべてのランス及び連結部
材が初期位置に戻らない状態となるので、そのことによって半挿入状態の雌型端子金具が
あることが容易にわかる。
【００２４】
　また、上記（１）の構成のコネクタによれば、予めジョイント部材をコネクタハウジン
グに収容してある状態で、各端子収容室にそれぞれ雌型端子金具を挿入した際に、雌型端
子金具をジョイント部材に嵌合させることができるので、ランスが撓み状態にある場合に
も端子を抜け止めすることができる。
【００２５】
　上記（２）の構成のコネクタによれば、連結部材の左右両端に操作部を設けたので、バ
ランスよくすべてのランスを撓ませることができ、雌型端子金具の挿入容易化をスムーズ
に実現することができる。
【００２６】
　上記（３）の構成の組立用治具によれば、コネクタハウジングを組立用治具の挿入凹所
に挿入するだけで、すべてのランスを撓ませることができ、すべての雌型端子金具の挿脱
が可能になる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、雌型端子金具の低挿入力化を実現することができると共に、部品点数
の削減と、雌型端子金具の組付作業の容易化と、雌型端子金具の半挿入検知の容易化と、
雌型端子金具保持力のアップを図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施形態のコネクタとしてのジョイントコネクタの分解斜視図である。
【図２】同ジョイントコネクタのコネクタハウジングを裏返して示す斜視図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ矢視断面図である。
【図４】同ジョイントコネクタにおいて使用する端子の構成を示す斜視図である。
【図５】同ジョイントコネクタを組立用治具に装着しようとしている状態を示す斜視図で
ある。
【図６】同ジョイントコネクタを組立用治具に装着することによって、すべてのランスを
撓ませた状態を示す斜視図及びその要部拡大図である。
【図７】同ジョイントコネクタの組立手順の説明図で、（ａ）はジョイントコネクタを組
立用治具に装着し始めた状態を示す側面図、（ｂ）はジョイントコネクタを組立用治具に
装着することによって、すべてのランスを撓ませた状態を示す側面図、（ｃ）は全部の端
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子の挿入後に組立用治具からコネクタハウジングを抜くことによって、ランスを撓みから
復帰させて端子と係合させた状態を示す側断面図である。
【図８】従来のジョイントコネクタの分解状態の縦断面図である。
【図９】従来のコネクタの構成を示す側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１は実施形態のジョイントコネクタの分解斜視図、図２は同ジョイントコネクタのコ
ネクタハウジングを裏返して示す斜視図、図３は図２のＩＩＩ－ＩＩＩ矢視断面図、図４
は同ジョイントコネクタにおいて使用する雌型端子金具の構成を示す斜視図、図５は同ジ
ョイントコネクタを組立用治具に装着しようとしている状態を示す斜視図、図６は同ジョ
イントコネクタを組立用治具に装着することによって、すべてのランスを撓ませた状態を
示す斜視図及びその要部拡大図、図７は同ジョイントコネクタの組立手順の説明図で、（
ａ）はジョイントコネクタを組立用治具に装着し始めた状態を示す側面図、（ｂ）はジョ
イントコネクタを組立用治具に装着することによって、すべてのランスを撓ませた状態を
示す側面図、（ｃ）は全部の端子の挿入後に組立用治具からコネクタハウジングを抜くこ
とによって、ランスを撓みから復帰させて端子と係合させた状態を示す側断面図である。
【００３０】
　この一実施形態のジョイントコネクタ１は、図１に示すように、ジョイント端子１０と
、雌型端子金具２０と、樹脂製のコネクタハウジング３０と、を備える。
【００３１】
　ジョイント端子１０は、金属板のプレス成形品で、雌型端子金具２０を嵌合接続する複
数本のタブ片１１とこれらのタブ片１１を導通接続した連結部１２と、を備える。
【００３２】
　雌型端子金具２０は、金属板のプレス成形品で、図１及び図４に示すように、タブ片１
１が嵌合する角筒状の箱部２１と、該箱部２１の後端から延出して電線を圧着する電線加
締め部２２と、挿入案内用突片２４と、を備える。
【００３３】
　電線加締め部２２は、電線の導体を圧着する導体加締め片２２ａと、電線の被覆部に加
締め付けることで電線を固定する被覆加締め片２２ｂとを備える。
【００３４】
　挿入案内用突片２４は、箱部２１の後端寄りの位置において、後述するコネクタハウジ
ング３０の雌端子収容孔３４への挿入方向に沿って延在する舌状片である。この挿入案内
用突片２４は、箱部２１の側壁の一部を延長して折り曲げ成形することで、舌状に形成さ
れている。本実施形態では、雌型端子金具２０が正規の位置まで挿入された際に、前記挿
入案内用突片２４にランス１６が係合することで、雌型端子金具２０を抜け止めするよう
に構成されている。
【００３５】
　コネクタハウジング３０は、樹脂の射出成型品で、ハウジング本体部３８と、ハウジン
グ一端部３１と、該ハウジング一端部３１とは逆側の端部であるハウジング他端部３２と
、端子係止板３９と、を備えている。
【００３６】
　ハウジング一端部３１は、図７（ｃ）に示すように、タブ片１１をハウジング他端部３
２側に向けて、ジョイント端子１０を収容保持する。
【００３７】
　ハウジング他端部３２には、図３に示すように、複数の雌端子収容孔３４が前後方向と
直交する左右方向に沿った面内に一列に配列されている。これらの複数の雌端子収容孔３
４は、雌型端子金具２０を規定位置まで挿入することで雌型端子金具２０とタブ片１１と
を嵌合状態にする孔である。ここに、規定位置とは、タブ片１１と箱部２１とが、電気的
な接続に必要十分な接触長を得る位置である。
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【００３８】
　ハウジング本体は、端子収容孔３４に後方から挿入されてくる雌型端子金具２０を抜け
止めする可撓性のランス３６を備えている。ランス３６は、図３に示すように、端子係止
突起３６ｂを備えている。
【００３９】
　端子係止突起３６ｂは、雌端子収容孔３４に向かって突出していて、図７（ｃ）に示す
ように、規定位置に挿入された挿入案内用突片２４に係合することで、雌型端子金具２０
を抜け止めする。
【００４０】
　端子係止板３９は、基端側４０がハウジング本体部３８に結合され、自由端側が撓み自
在とされた壁状体であり、ハウジング本体部３８の上下方向の板面に形成された開口３８
ａを埋めるように、ハウジング本体部３８と一体に合成樹脂にて成形されている。この端
子係止板３９は、前述の各端子収容孔３４ごとに設けられたすべてのランス３６を、左右
方向に延在する連結部材１７によって一体に連結したものとして構成され、連結部材１７
の左右両端に、連結部材１７を操作することで、すべてのランス３６を一体に撓ませる操
作部１８を備えている。これら左右両端の操作部１８は、ハウジング本体部３８の左右両
端から外方に突出しており、ランス３６の撓みのない初期時には、ハウジング本体部３８
の側壁に形成した凹部１９に納まっている。
【００４１】
　このジョイントコネクタを組み立てる場合には、図５～図７に示す組立用治具５０を用
いるのがよい。組立用治具５０は、コネクタハウジング３０の各端子収容室３４に対して
雌型端子金具２０を挿入する際に用いるものであって、コネクタハウジング３０を挿入す
るための平面視長方形状の上面開放の挿入凹所５１を有すると共に、挿入凹所５１の周縁
部（上端縁）に、該挿入凹所５１に、裏側を上にしてコネクタハウジング３０を挿入した
とき、連結部材１７の左右両端の操作部１８と干渉することで、連結部材１７を操作して
、すべてのランス３６を撓ませる係合部５２が設けられている。係合部５２は、上方から
操作部１８の嵌まる凹部として設けられている。また、挿入凹所５１を構成する側壁のう
ち、後面側の側壁は、コネクタハウジング１０への雌型端子金具２０の挿入が可能なよう
に、必要な大きさだけ切り欠かれている。
【００４２】
　このジョイントコネクタを組み立てる際には、まず、バスバーよりなるジョイント端子
１０をコネクタハウジング３０の前部に装着する。次に、図５及び図６に示すように、コ
ネクタハウジング３０を裏側を上に向けた姿勢で組立用治具５０の挿入凹所５１に挿入す
る。挿入すると、端子係止板３９の連結部材１７の両端に設けた操作部１８が、組立用治
具５０の挿入凹所５１の周縁部の係合部５２に当たり、係合部５２に押されて端子係止板
３９が図７（ｂ）中の矢印Ｙで示すように上に持ち上がる。この際、各端子収容室３４ご
とに設けられたすべてのランス３６が、端子係止板３９に一体に設けられているので、す
べてのランス３６が一斉に撓み、それにより、全部の雌型端子金具２０をコネクタハウジ
ング３０の端子収容孔３４に挿入することができるようになる。
【００４３】
　そこで、全部の雌型端子金具２０を挿入したら、コネクタハウジング３０を組立用治具
５０から持ち上げて取り出す。コネクタハウジング３０を組立用治具５０から取り出すと
、端子係止板３９の操作部１８と組立用治具５０の係合部５２との干渉がなくなるので、
端子係止板３９は初期位置に戻り、すべてのランス３６が撓みから復帰して、それぞれ雌
型端子金具２０と係合して、各雌型端子金具２０を抜け止めする。
【００４４】
　このように、ランス３６を予め撓ませた状態で雌型端子金具２０を挿入することができ
るので、雌型端子金具２０の低挿入力化を図ることができる。また、ランス３６自体が一
体に連結されているので、従来例のように、すべてのランス３６を一斉に撓ませるための
保持具が必要でなく、部品点数を削減することができる。また、すべてのランス３６を一
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金具２０の保持力アップを図ることができる。また、どれか１つの雌型端子金具２０が中
途挿入状態にあるときでも、その中途挿入状態の雌型端子金具２０に対応するランス３６
が定位置まで撓みから復帰しないことによって、すべてのランス３６及び連結部材１４が
初期位置に戻らない状態となるので、そのことによって半挿入状態の雌型端子金具２０が
あることが容易にわかる。
【００４５】
　また、本実施形態のジョイントコネクタでは、予めジョイント端子１０をコネクタハウ
ジング３０に収容してある状態で、各端子収容室３４にそれぞれ雌型端子金具２０を挿入
することによって、雌型端子金具２０をジョイント端子１０に嵌合させることができるの
で、ランス３６が撓み状態（係合解除の状態）にある場合にも、雌型端子金具２０を抜け
止めすることができる。
【００４６】
　また、本実施形態のジョイントコネクタでは、連結部材１７の左右両端に操作部１８を
設けたので、バランスよくすべてのランス３６を撓ませることができ、雌型端子金具２０
の挿入容易化をスムーズに実現することができる。
【００４７】
　また、雌型端子金具２０をコネクタハウジング３０から外す場合にも、組立用治具５０
の挿入凹所５１にコネクタハウジング３０を挿入することによって、前記と同様にすべて
のランス３６を一斉に撓ませることができるので、全部の雌型端子金具２０を一斉に抜く
ことができる。
【００４８】
　このように、コネクタハウジング３０を組立用治具５０の挿入凹所５１に挿入するだけ
で、すべてのランス３６を撓ませることができ、すべての雌型端子金具２０の挿脱が可能
になるので、作業性が向上する。
【００４９】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、等
が可能である。その他、上述した実施形態における各構成要素の材質、形状、寸法、数、
配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任意であり、限定されない。
【００５０】
　例えば、上記実施形態では、ジョイント部材４０により雌型端子金具２０を相互接続す
るジョイントコネクタに本発明を適用した場合を説明したが、その他のコネクタにも本発
明は適用することができる。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　ジョイント部材
　１７　連結部材
　１８　操作部
　２０　雌型端子金具
　３０　コネクタハウジング
　３６　ランス
　３８　ハウジング本体部
　３４　端子収容室
　５０　組立用治具
　５１　挿入凹所
　５２　係合部
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